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JALマイレージを活用し、奄美群島における「二地域居住生活」の 

推進に向けた実証事業を開始します 
 

JALグループは、都市圏と地域の2つの拠点を行き来する新しい生活スタイル「二地域居住生活」を推進して

いますが（※1）、このたび奄美群島における人流創出の取り組みの一環として、「二地域居住生活」の推進に向

けた実証事業を開始します。 

本実証事業は、JALマイレージを参加者へ提供することで、都市圏と奄美群島との二地域居住生活にかか

る負担を軽減し、「地域人口の減少」、「文化の継承」といった社会課題の解決を図ります。 

参加者は、付与されたマイレージを特典航空券に交換し二地点間の移動を行うほか、自治体職員との面談

を通じて奄美群島への理解を深め、将来的な移住・定住について検討します。 
（※1）2024年10月16日プレスリリース「JALマイレージを活用した『二地域居住生活』の推進に取り組みます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

今回は第一弾として奄美市・瀬戸内町・龍郷町・天城町・伊仙町・知名町を対象に実証事業を行います。 

JALグループは、本取り組みを起点として、参加者に地域の魅力を再認識いただき、移住・定住人口の増加

に繋げることで持続可能な地域の発展に貢献してまいります。 

 

※当該事業は「令和６年度奄美群島誘客・周遊促進事業」にて実施します。 

※今後、一般募集を行う際は別途ご案内を申し上げます。 

 

奄美群島における「二地域居住」実証事業概要 

募集人数  ： 15名程度 

対象期間  ： 2024年12月～2025年2月 

対象区間     ： 羽田空港=奄美群島各空港 （月4往復相当のマイレージを付与） 

対象者  ： 日本国内在住者・テレワーク勤務可能な方 
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